
 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 259号 

令和 2年 10月 1日 

小松市史編纂担当 

へんさんだより 

【概要】 

第１章 歴史の舞台 ―小松の地形とその成り立ち― 

 遺跡が立地する市域の地形環境の変遷を，北陸新幹線工事に伴うボーリングと

小松市が新たに実施した学術ボーリングの試料に基づき概観する。 
 

第２章 遺跡調査の歩み ―探求と発見そして開発と保存― 

 当市の遺跡調査の歩みを振り返る。戦後の高度経済成長期に開発のために遺跡

が壊される中，上野与一氏率いる高校生達が発掘調査に従事した。その成果が，

やがて昭和 50年代の，大規模な行政による調査へとつながっていく。 
 

第３章 狩猟と漁撈・採集 ―潟湖と森の恵み― 

 自然環境が大きく変わる旧石器時代後期から縄文時代の生活を遺構，遺物より

探求する。特に，縄文時代中期後葉の土器形式，｢大杉谷式土器｣を特筆した。 
 

第４章 稲作社会の到来 ―環濠集落の成立と集落の拡散― 

 重要文化財に指定された市域の拠点的な環濠集落｢八日市地方遺跡｣の概要を

中心に，弥生時代の遺跡を紹介する。特論では，｢小松式土器｣と｢碧玉(ﾍｷｷﾞｮｸ)

による玉つくり｣について詳説した。 
 

 

『新修 小松市史 資料編 17 考古』

仕  様 B5版 上製本 

     布装丁 貼ケース入り 

     DVD付 本文 371頁 

特別価格 3,900円（９月～12月） 

定  価 5,100円（令和３年１月～） 

販 売 所 市史編纂担当 

     うつのみや小松城南店 

     明文堂書店 小松ツリーズ 

●郵送をご希望の方 市史編纂担当に，電話，FAXまたはメールにて購入方法をお問合せください。 

 

第５章 前方後円墳の時代 ―能美と江沼と三湖台― 

 古墳時代の集落遺跡と，能美地域と加賀三湖に囲まれた月津台地の古墳群を紹介する。凝灰岩製切石積石室を

持つ河田山古墳群，北陸有数の甲冑出土で知られる埴田後山無常堂古墳，重文指定の人物埴輪(上記写真)で著名な

矢田野エジリ古墳など北陸の歴史を物語る重要な遺跡を詳述する。 
 

第６章 律令と地方支配 ―古代村落と生産遺跡の展開― 

 飛鳥から平安時代の集落・国府関連遺跡の他，古代の製鉄・製陶の生産遺跡と山林寺院遺跡を紹介する。この

時代に加賀国が立国し，能美郡に加賀国府が置かれたが，その立地について再考するとともに，北陸最大規模の

古代手工業地帯である南加賀製陶・製鉄遺跡群の実態に言及する。 
 

第７章 武士の世へ ―在地領主の台頭・根ざす信仰― 

 中世の村里，墳墓，信仰，城館，町場の遺跡を紹介する。特に，東京国立博物館が所蔵する波佐谷遺跡出土の

陶磁器埋納資料の実物写真と実測図を初めて紹介する。 
 

第８章 太平の世へ ―小松城下の暮らしとものづくり― 

 江戸時代の小松城跡，城下町遺跡と能美九谷の生産遺跡を概観した。大川町遺跡では北国街道に面して 

連なる町屋敷の全容が解明され，若杉窯跡からは八幡村への窯移転を裏付ける紀年銘の資料を紹介する。 
 

 

 

矢田野エジリ古墳出土人物埴輪 
(小松市埋蔵文化財センター蔵) 



＜10月のカレンダー＞ 開室時間 10：00～12：30/13：00～17：00 （火～土） 

＊     は閉室しています。開室時間は，図書館の開館時間に合わせてあります。上記以外の時間で，御用 

   のある方は，9時から 17時まで受け付けますので，下記にご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小松市史編纂担当（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

9/27 9/28 9/29 9/30 1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

 

＜10月の活動予定＞ 

・10月上旬 石造遺物調査(安宅小学校) 

・10月 20日(火) 9：00～ 市史講座申し込み開始 

・10月 29日(木) 編さん編集合同委員会 

＜9月の活動状況＞ 

・９月 ４日(金) 浅田家文書資料調査 

・９月 ５日(土) 近現代部会 

         石黒家村長日誌資料調査 

・９月 ５・６日 行政関係資料調査 

・９月 18日(金) 五輪塔調査(市立博物館) 

・９月 19日(土) 宝篋印塔調査(市埋文) 

・９月 24日(木) 市史報告会 

小松市制 80 周年記念事業 

第 91 回 市史講座 

日  時：令和２年 11月 15日(日) 

     午前の部 10時～11時 

     午後の部 14時～15時（2回開催） 

会  場：小松市公会堂４階大会議室 

定  員：各回 30名（事前申込要・先着順） 

受 講 料：無料 

申込方法：10月 20日(火)午前 9時より 

電話受付のみ（市史編纂担当:24-5315） 

 

講座終了後，博物館主催で本丸櫓台石垣など

の 小松城史跡めぐり も開催します。 

引き続き参加される方はお申込みください。 

今年は、前田利常公が小松城へ入城して 380 年

が経つ。これにちなみ利常の生涯に触れ、どの

ような歩みの中で、領地高が最大の大名「一番

大名」になったか。その苦難の道をたどる。 

講師：見瀬 和雄氏 

     (金沢学院大学名誉教授・小松市史専門委員) 

小松城本丸櫓台石垣 

小松御城中并小松町図(市博蔵) 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

